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・実効性：予算措置との連携、事業評価サイクルの見直し、外的要因の把握 
 本研究は、全６章で構成されている。研究を実証的に論じるために、ダムの管理上の特性（第
２章）や事業評価に求められる役割（第３章）を明らかにした上で、事後評価の事例を比較分析
し（第４章）、制度の提案（第５章）に結びつけている。 
 第１章「序論」では、研究の背景について概観し、研究の目的を明らかにした上で、関連する
用語について定義している。そして、既存研究をレビューし、本論文の位置づけを明らかにして
いる。 
 第２章「機能向上の観点から見たダム施設の位置づけと特徴」では、本論文の対象であるダム
の管理上の特性を明らかにするために、ダム施設を含めた既存土木施設の機能向上の事例を示し
た上で、機能向上の観点から土木施設を分類するとともに、ダムの特徴について考察している。 
 第３章「ダムを中心とした栃木県の維持管理と公共事業評価の仕組み」では、栃木県における
維持管理と事業評価制度の役割分担を明確にするために、まず栃木県におけるダム建設の経過と
現状を示した上で、ダムにおける施設の維持管理の現状と課題について考察している。次に、栃
木県の公共事業評価制度の現状を整理し、事後評価の課題について考察している。その上で、維
持管理と公共事業評価の仕組みの役割分担について考察している。 
 第４章「栃木県のダムにおける事後評価事例の比較分析」では、現行の事業評価制度による事
例として「三河沢ダムの事後評価」、その他の事例として「西荒川ダム・寺山ダム・東荒川ダム
の流出特性に関する事後評価」と「西荒川ダム・東荒川ダムのゲリラ豪雨に対するダムの洪水調
節の事後評価」を示し、それぞれの事後評価の事例の比較分析を行っている。 
 第５章「機能向上に向けた事後評価制度の提案」では、ダムの機能向上を図るための前提とな
る要件を整理した上で、第２章から第４章までの考察や分析の結果から、栃木県の機能向上に向
けた事後評価の基本的考え方を示し、改善のポイントについて、継続性、柔軟性、透明性、実効
性の４つの視点から具体的な提案を行っている。 
 第６章「結論」では、得られた知見の整理を行うとともに、今後の課題を述べて結論として述
べている。 
